
次期調布市社会教育計画の策定方針（案）

・

ワーキンググループで検討。

令和４年７月

・

(1) 社会教育に係る基本的な考え方は変化していないと捉え，既存の計画の体系を維持し，

これまでの取組成果を踏まえるとともに，社会情勢の変化等に対応した時点修正

(2) 新たな調布市基本構想・基本計画，新たな調布市教育大綱（第３期）・教育プランを踏まえた修正

・
(1) 社会教育法第１７条の規定に基づく既存計画の取組成果を踏まえるとともに，社会情勢の変化等に対応した社会

教育の振興

(2) 新たな調布市基本構想・基本計画，新たな調布市教育大綱（第３期）・教育プラン等，市の各種計画等と整合を図

りながら計画的に事業を推進

・

(1) ワーキンググループ

○社会教育委員で構成 ○４回程度（未定）

(2) 社会教育委員の会議

〇学識経験者，有識者，団体推薦等により構成される社会教育委員の会議（既存）にて検討

○６～８回程度開催予定

(3) 教育委員会

〇定例会等において教育委員から意見の聴取，社会教育計画策定の進捗状況の報告等を経て，計画を決定

(4) 市長部局

〇総合教育会議等において，次期基本構想，基本計画，教育大綱等と整合

(5) 社会教育担当部署

〇各社会教育担当部署の意見を聴取

(6) 市民からの意見を聴取

○各社会教育施設利用者の意見聴取（アンケート） ○基本構想，基本計画策定に係る市民参加手続きの活用

〇パブリック・コメント

【参考：これまでの計画期間】 (1) 平成17～２４年度 （８年間）（２）平成25～34年度(10年間)

１ 策定の目的

２ 策定の視点

３ 計画期間

４ 検討体制

５ スケジュール

R4.5 R4.6 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3
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2022.07 社会教育課 

次期社会教育計画策定に向けたアンケート実施要領 

 

１ 名称 次期社会教育計画策定に向けたアンケート 

２ 調査目的 現行社会教育計画の評価および見直しにあたって関連団体・個人ニーズ把握 

３ 調査設計  

(1)調査地域 調布布市全域 

(2)調査対象 社会教育に関わる各種団体，個人 

(3)標本数  

(4)調査方法 インターネット調査，社会教育施設での紙面配付・回収 

(5)調査期間 令和４年７月５日（火）～１９日（火） 

(6)調査内容の考え方 策定方針（案）のとおり時点修正という観点で検討する。平成２４年度に実施したアンケ

ート結果は活かしつつ，委員意見をもとに，新たに考えられる課題の把握に努める。設問

数は，回答しやすいよう，なるべく少なく設定する。 

(8)広報  

  ア 市報７月５日号 

  イ 市公式ホームページ 

  ウ 市公式 Twitter（調整中） 

  エ 市公式 LINE（調整中） 

  エ 依頼団体 平成２４年度実施の際の配付先を参考に決定 

リーダーグループ，社会教育関係団体，学習グループ， 

         公民館利用登録団体，健全育成推進地区代表者連絡協議会， 

         公立学校 PTA 会長，体育協会正会員，文化協会，学校開放運営委員 

  オ 配付施設 各公民館，図書館，郷土博物館，武者小路実篤記念館， 

         文化生涯学習課，市民活動支援センター利用団体，窓口 

４ 調査内容 

(1)共通項目 平成２４年度策定の「調布市社会教育計画」における４つの目標に関する満足度に関する設問と

その理由，社会教育全般への意見 

(2)個人対象の設問 利用している社会教育施設はどこか，利用していない場合その理由，どのようなテーマに

興味があるか，どのようなきっかけがあれば団体活動に参加するか，  

(3)団体対象の設問 施設利用の有無，利用している社会教育施設はどこか，利用していない場合その理由，

団体の活動目的，団体の活動における課題（構成員の高齢化，施設が使いづらい，コロナ

禍で集まりづらい，IT を活用した活動が難しいなど），これからの地域の課題と社会教育

（課題解決のために，団体として今後取り組む予定のテーマ），地域の課題解決に取り組

む上で支援して欲しいこと 

 

 



 

 

 

【アンケート調査へのご協力のお願い】 

 日頃より，調布市の教育行政にご理解・ご協力をいただき誠にありがとうございます。 
 現在，調布市教育委員会では、社会教育行政推進の指針となる社会教育計画が令和４年度で終

了することに伴い、令和５年度以降の社会教育計画を作成しています。 
 このアンケート調査は、広く社会教育分野で活動されている団体の代表者及び個人で施設を利

用されている皆さんを対象に社会教育計画の振り返りと新たな計画を作るにあたっての実態・ニ

ーズを把握させていただくことを目的としたものです。 
ここでお伺いしたことは、新たな計画づくりに活用させていただくとともに、今後の社会教育

行政を推進していくための基礎資料とさせていただきます。 
 アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 
令和４年７月                       調布市教育委員会 社会教育課 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期社会教育計画策定に向けたアンケート 

＜ご記入にあたってのお願い＞ 

１ このアンケート調査は「logo フォーム」を使用した web アンケートに対応しております。

右記の二次元コードからのご回答にご協力ください。 

 

２ アンケート実施期間 

7 月 5 日（火）〜19 日（火）の 2 週間 

 

３ アンケートの記入時の注意事項は以下のとおりです。 

 ・アンケートの所要時間は 5 分程度です。 

・「その他（ ）」に○を付けた場合、（  ）内に 

具体的な内容をご記入ください。 

・回答区分によって質問内容が異なります。 

団体回答者(団体代表者の方または代表者に準ずる方)は問１〜１０及び問１６～２４を、 

個人回答者(団体に所属していない方)は問１及び問１１〜２４について 

ご回答ください。 

 

４ このアンケート調査に関するお問い合わせ先は、次のとおりです。 

調布市 教育委員会教育部 社会教育課 

調布市小島町 2 丁目 36 番地 1 調布市教育会館 1 階 

電話：042-481-7490  Mail：syakaiky@w2.city.chofu.tokyo.jp 

 

アンケートの二次元コード 
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問１ 該当する回答区分をお答えください。 

（１を選択された方は、回答後、問１１へお進みください） 

 

 

 

 

団体代表者にお尋ねします。 

問２ 貴団体の会員で最も多い年代をお答えください。 

 

 

 

 

問３ 貴団体は活動で市の施設を利用していますか。 

  （１を選択された方は問５へ、２を選択された方は問４へお進みください） 

 

 

 

問４ 問３で「いいえ」と回答された方にお尋ねします。 

貴団体が市の施設で活動をしない理由をお答えください。(複数回答可) 

（回答後、問６へお進みください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 問３で「はい」と回答された方にお尋ねします。 

貴団体が普段よく利用する施設をお答えください。（複数回答可） 

１．東部公民館  ２．西部公民館  ３．北部公民館  ４．郷土博物館  

５．武者小路実篤記念館  ６．文化会館たづくり  ７．市民プラザあくろす 

８．図書館   ９．地域福祉センター  １０．市民体育施設  

１１．児童館 １２．学校（小・中学校） 

１３．その他（                             ） 

 

 

問６ 貴団体の活動目的をお答えください。（複数回答可） 

１．青少年の健全育成          ２．保護者の教育力向上 

３．成人の学習機会の充実        ４．スポーツ活動の活性化 

５．人権を尊重する社会の構築      ６．職業人として必要な能力の習得 

７．環境保全              ８．高齢者の社会活動への参加促進 

９．男女共同参画社会の実現 

（次ページへつづく） 

１．個人(団体での活動をしていない)   ２．団体代表者 

１．はい   ２．いいえ 

１．使える日にちや時間帯が希望と合わない  ２．利用料金が高い 

３．利用方法がわかりにくい         ４．利用手続きに手間がかかる 

５．清掃が不十分              ６．個人情報の取扱方法が悪い 

７．場所が不便               ８．災害への備えが不十分 

９．事故・セキュリティへの取組が不十分 

１０．その他（                             ） 

１．１０代   ２．２０代   ３．３０代   ４．４０代  

５．５０代   ６．６０代   ７．７０代   ８．８０代以上 
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１０．メディア（写真・映像・音等）を通した教育の充実      

１１．生活困窮世帯の子ども支援    １２．ヤングケアラー支援 

１３．教育の格差是正支援       １４．自殺予防 

１５．高齢者の介護予防        １６．性的マイノリティ理解促進 

１７．障害当事者または関係団体    １８．外国人の社会活動への参加促進 

１９．特にない 

２０．その他（                             ） 

 

問７ 貴団体が活動していくうえでの課題はありますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

問８ 貴団体が地域の課題解決のために、今後、取り組んでいきたいテーマをお答え

ください。（複数回答可） 

１．青少年の健全育成          ２．保護者の教育力向上 

３．成人の学習機会の充実        ４．スポーツ活動の活性化 

５．人権を尊重する社会の構築      ６．職業人として必要な能力の習得 

７．環境保全              ８．高齢者の社会活動への参加促進 

９．男女共同参画社会の実現 

１０．メディア（写真・映像・音等）を通した教育の充実      

１１．生活困窮世帯の子ども支援    １２．ヤングケアラー支援 

１３．教育の格差是正支援       １４．自殺予防 

１５．高齢者の介護予防        １６．性的マイノリティ理解促進 

１７．障害当事者または関係団体    １８．外国人の社会活動への参加促進 

１９．特にない 

２０．その他（                             ） 

 

問９ 貴団体が課題解決に取り組んでいくうえで支援してほしいことは何ですか。 

 

 

 

 

問１０ 貴団体が、コロナ禍において等、対面での活動を制限されたときに実施した

対応についてお答えください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．構成員の高齢化       ２．構成員の固定化 

３．施設が使いづらい      ４．コロナ禍のため集まりづらい  

５．ＩＴ活用が困難       ６．特にない 

７．その他（                            ） 

１．地域との調整役  ２．施設の充実 ３．広報  ４．IT 活用に関する支援  

５．他団体との交流   

６．その他(                              ) 

１．オンライン講座の配信  ２．オンラインで会議を実施   
３．メールで会議を実施   ４．書面で会議を実施   
５．ソーシャルディスタンスを保って対面で実施 
６．活動することができなかった 
７．その他（                            ） 
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個人回答者にお尋ねします。 

問１１ 貴方の年代をお答えください。 

 

 

 

問１２ 普段よく利用している施設はどこですか。(複数回答可) 

(回答後、１３を選択された方は問１３へ、他を選択された方は問１４へお進みくだ

さい) 

１．東部公民館  ２．西部公民館  ３．北部公民館  ４．郷土博物館  

５．武者小路実篤記念館  ６．文化会館たづくり  ７．市民プラザあくろす 

８．図書館    ９．地域福祉センター   １０．市民体育施設  

１１．児童館  １２．学校（小・中学校）  １３．どこも利用していない 

１４．その他（                             ） 

 

問１３ 問１２で「どこも利用していない」と回答された方にお尋ねします。 

利用していない理由をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４ 貴方は，どのようなテーマに興味がありますか。 

１．青少年の健全育成          ２．保護者の教育力向上 

３．成人の学習機会の充実        ４．スポーツ活動の活性化 

５．人権を尊重する社会の構築      ６．職業人として必要な能力の習得 

７．環境保全              ８．高齢者の社会活動への参加促進 

９．男女共同参画社会の実現 

１０．メディア（写真・映像・音等）を通した教育の充実      

１１．生活困窮世帯の子ども支援    １２．ヤングケアラー支援 

１３．教育の格差是正支援       １４．自殺予防 

１５．高齢者の介護予防        １６．性的マイノリティ理解促進 

１７．障害当事者または関係団体    １８．外国人の社会活動への参加促進 

１９．特にない 

２０．その他（                             ） 

 

問１５ 貴方はどのようなきっかけがあれば、問１４で回答したようなテーマの団体

活動に参加したいと思いますか。 

 

 

 

 

１．友人からの勧誘        ２．活動を知る機会 

３．時間が出来た時        ４．団体での活動に参加したいと思わない 

５．その他（                               ） 

 

１．１０代   ２．２０代   ３．３０代   ４．４０代  

５．５０代   ６．６０代   ７．７０代   ８．８０代以上 

１．使える日にちや時間帯が希望と合わない  ２．利用料金が高い 

３．利用方法がわかりにくい         ４．利用手続きに手間がかかる 

５．清掃が不十分              ６．個人情報の取扱方法が悪い 

７．場所が不便               ８．災害への備えが不十分 

９．事故・セキュリティへの取組が不十分 

１０．その他（                             ） 
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以降，共通項目です。 

問１６ 調布市の社会教育行政について、子どもを地域で育てる学習・交流・体験活

動の事業は活発に実施されていると思いますか。（○は一つだけ） 

１．はい ２．どちらかといえばはい ３．どちらかといえばいいえ ４．いいえ 

５．わからない 

 

問１７ 問１６で「どちらかといえばいいえ」または「いいえ」と回答された方に 

お尋ねします。その理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

問１８ 調布市の社会教育行政について、社会参加に制約を受ける人（障害者・外国 

人・高齢者など）の学習事業は活発に実施されていると思いますか。 

（○は一つだけ） 

１．はい ２．どちらかといえばはい ３．どちらかといえばいいえ ４．いいえ 

５．わからない 

 

問１９ 問１８で「どちらかといえばいいえ」または「いいえ」と回答された方に 

お尋ねしますその理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

問２０ 調布市の社会教育行政について、市民が地域の課題を調査・発見し，まちづ

くりにつなげる学習事業は活発に実施されていると思いますか。 

（○は一つだけ） 

１．はい ２．どちらかといえばはい ３．どちらかといえばいいえ ４．いいえ 

５．わからない 

 

問２１ 問２０で「どちらかといえばいいえ」または「いいえ」と回答された方に 

お尋ねします。その理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業参加者の減少  ２．施設が不十分   

３．人員（団体数、所属者数含む）の不足   ４．企画が不十分     

５．資金の不足   ６．広報が不十分    ７．感染症拡大の影響 

８．その他(                               ) 

１．事業参加者の減少  ２．施設が不十分   

３．人員（団体数、所属者数含む）の不足   ４．企画が不十分     

５．資金の不足   ６．広報が不十分    ７．感染症拡大の影響 

８．その他(                               ) 

１．事業参加者の減少  ２．施設が不十分   

３．人員（団体数、所属者数含む）の不足   ４．企画が不十分     

５．資金の不足   ６．広報が不十分    ７．感染症拡大の影響 

８．その他(                               ) 
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問２２ 調布市の社会教育行政について，市民と行政が共同して企画する学習事業は

活発に実施されていると思いますか。（○は一つだけ） 

１．はい ２．どちらかといえばはい ３．どちらかといえばいいえ ４．いいえ 

５．わからない 

 

問２３ 問２２で「どちらかといえばいいえ」または「いいえ」と回答された方に 

お尋ねします。その理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

問２４ 調布市の社会教育全般についてご意見等がございましたらご自由にご記入

ください。 

 

 

 

 

 

 

これでアンケートは終了です。お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました。 

１．事業参加者の減少  ２．施設が不十分   

３．人員（団体数、所属者数含む）の不足   ４．企画が不十分     

５．資金の不足   ６．広報が不十分    ７．感染症拡大の影響 

８．その他(                               ) 


